
第
十
九
号
は
平
成
二
十
四
年
九
月
中
旬
に
発
行
予
定
で
す
。

（
平
成
二
十
四
年
八
月
～
九
月
）

■
八
月
十
三
日（
月
）

　
「
迎
え
火
萬
灯
会
＆
奉
納
コ
ン
サ
ー
ト
」

　
　

〇
萬
灯
会
：
午
後
六
時
半
〜
午
後
八
時
半

　
　

〇
奉
納
コ
ン
サ
ー
ト
：
午
後
七
時
〜
八
時

　
　
　

※

出
演
者
に
つ
い
て
は
上
の「
行
事
予
告
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
八
月
十
六
日（
木
）午
前
十
一
時
よ
り
／
本
堂
に
て

　
「
盂
蘭
盆
会 

施
食
会
法
要
」

　
　

同
日
午
後
六
時
半
〜
八
時「
送
り
火
萬
灯
会
」

■
九
月
二
十
二
日（
秋
分
の
日
）午
前
十
一
時
よ
り
／
本
堂
に
て

　
「
秋
季 

彼
岸
会
法
要
」

◆
暁
天
坐
禅
会（
予
約
不
要
）

場
所―

当
寺
本
堂　

参
加
費―

無
料　

備
考―

椅
子
坐
禅
可

服
装―

動
き
や
す
い
服
装
で
。ス
カ
ー
ト
不
可
。

日
時―

八
月
十
五
日（
水
）、九
月
九
日（
日
）

　
　
　

午
前
七
時
〜
八
時　

　
　
　

※

坐
禅
指
導
希
望
の
方
は
、午
前
六
時
半
集
合　

※

お
子
さ
ま
の
参
加
も
可

◆
月
例
写
経
会（
予
約
不
要
）

日
時―

八
月
十
四
日（
火
）、九
月
二
十
三
日（
日
）　

　
　

    

午
後
一
時
〜
三
時
三
十
分

内
容―

ミ
ニ
お
経
講
座
〜
写
経（
般
若
心
経
等
）〜
茶
話
会（
参
加
自
由
）

場
所―

当
寺
中
広
間　

参
加
費―

五
百
円　

備
考―

椅
子
席
あ
り
。

各
種
講
座
の
ご
案
内
（
平
成
二
十
四
年
八
月
〜
九
月
）

行
事
報
告

　

去
る
六
月
二
十
六
日
（
火
）、
当
寺
本
堂
に
て
、
中
島

敬
子
先
生
を
お
迎
え
し
、
ヨ
ー
ガ
と
夜
坐
（
夜
の
坐
禅
）

を
体
験
す
る
行
事
を
開
催
し
ま
し
た
。
二
回
目
と
な
っ
た

今
回
は
、
三
十
名
の
方
々
が
参
加
。
遠
く
は
横
浜
町
か
ら

も
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
り
、
キ
ャ
ン
ド
ル
の
灯
が
揺
ら
め

く
中
、
身
体
・
呼
吸
・
心
を
調
え
る
ひ
と
と
き
を
共
に
過

ご
し
ま
し
た
。
次
回
は
、
秋
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。

編
集
後
記

　

私
事
で
す
が
、
去
る
五
月
に
町
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
「
イ
カ
す
大
畑
カ
ダ
ル

団
」
を
、
同
年
代
の
仲
間
と
共
に
旗
揚
げ
し
ま
し
た
。
以
来
、
本
当
に
沢
山

の
皆
さ
ん
に
激
励
の
お
言
葉
を
頂
戴
し
て
お
り
ま
す
。
少
し
で
も
皆
さ
ん
の

ご
期
待
に
添
え
る
よ
う
、
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
活
動
の
様
子
は
、
ブ
ロ

グ
（http://w

w
w
.kadarudan.com

）
に
て
ご
覧
下
さ
い
！
（
長
岡
俊
成
）

次
号
の
ご
案
内

〈
迎
え
火
・
送
り
火
萬
灯
会
へ
の
献
灯
に
つ
い
て
〉

○
献
灯
料
：
紙
製
・
五
百
円
／
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
・
千
円

※

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
は
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
販
売
：
八
月
八
日
（
水
）
よ
り
、
当
寺
事
務
所
に
て
。

※

昨
年
よ
り
以
前
に
ご
購
入
さ
れ
た
方
の
う
ち
、
当
寺
に
て
お
預
か
り

し
て
い
る
キ
ャ
ン
ド
ル
ホ
ル
ダ
ー
（
ガ
ラ
ス
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）
は
、

当
寺
に
て
献
灯
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お
持
ち
帰
り
に
な
っ
た
方
は
、

十
三
日
（
月
）
午
後
六
時
半
ま
で
に
当
寺
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
う
ち
、
破
損
し
て
い
る
も
の
は
当
寺
に
て
処

分
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

キ
ャ
ン
ド
ル
ラ
イ
ト

寺
Ｙ
ｏ
ｇ
ａ
第
二
回

大
平
中
学
校
遠
足
・
坐
禅
体
験

　

去
る
六
月
二
十
七
日
（
水
）、

む
つ
市
大
平
中
学
校
の
二
年

生
約
百
二
十
名
が
、
遠
足
の

帰
路
に
坐
禅
を
体
験
し
ま
し

た
。
坐
禅
指
導
の
後
、
約
十

五
分
間
、
自
分
の
心
を
見
つ

め
る
、
静
か
な
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。

行
事
予
告

迎
え
火
萬
灯
会

　
　
　
　

＆
奉
納
コ
ン
サ
ー
ト

　

お
盆
の
迎
え
火
の
日
に
当
た
る
、
来
る
八
月
十
三
日

（
月
）
午
後
六
時
半
よ
り
、
キ
ャ
ン
ド
ル
の
灯
で
ご
先
祖

さ
ま
を
お
迎
え
す
る
「
迎
え
火
萬
灯
会
＆
奉
納
コ
ン
サ
ー

ト
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
と
も
し
び
の
揺
れ
る
中
、
皆

さ
ま
が
心
に
思
わ
れ
て
い
る
大
切
な
方
々
に
思
い
を
馳

せ
、
心
静
か
な
ひ
と
と
き
を
す
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　

天
性
の
歌
声
を
も
つ
実
力
派

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。
十
八
歳
で
進
学

の
た
め
上
京
。
千
葉
の
駅
前
ス
ト

リ
ー
ト
に
て
独
り
で
歌
い
始
め
、

二
十
一
歳
で
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
デ

ビ
ュ
ー
の
チ
ャ
ン
ス
を
掴
む
。

ｍ
ａ
ｍ
ｍ
ｙ　

Ｓ
ｉ
ｎ
ｏ 

さ
ん

　

そ
の
後
、
別
名
義
で
三
枚
の

C
D

シ
ン
グ
ル
を
発
売
後
、
出
産
の
た
め
活

動
を
一
時
休
止
。
地
元
青
森
県
む
つ
で
育
児
に
専
念
す
る
傍
ら
、
一
年
の
ブ

ラ
ン
ク
を
経
て
活
動
再
開
。
二
〇
〇
七
年
六
月
に
、
「
コ
コ
ノ
ウ
タ
」
を
、

二
〇
〇
七
年
九
月
に
「M

o
t
h
e
r
 
V
o
i
c
e

」
を
、
二
〇
〇
八
年
五
月
に
は
童
謡

を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
ア
ル
バ
ム
「
下
北
む
つ
の
子
守
歌
」
を
、
二
〇
一
二

年
六
月
「
四
季
の
歌2

0
1
2
 

君
だ
け
を
見
つ
め
て
る
」
を
リ
リ
ー
ス
。

〇
出
演
者
紹
介

ピ
ア
ノ
：
小
松
由
美
子　

さ
ん


